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2025年度 一般選抜問題 前期（Ａ日程） 化学 

 

正解 および 配点 

 

大問 小問 設問 解答欄 正解 配点 大問 小問 設問 解答欄 正解 配点 

第１問   

1 ２ ２ 

第３問 

問１  
１６ １ 

１０ 
２ ３ ２ １７ ２ 

３ ３ 1 

問２  

１８ ０ 

１０ ４ ３ 1 １９ ８ 

５ ９ ２ ２０ ４ 

６ ６ ２ 

第４問 

問１  

２１ １ ２ 

７ ２ ２ ２２ ３ ２ 

８ ８ ２ ２３ ６ ２ 

９ ３ ２ ２４ １ ２ 

１０ ４ ２ ２５ ３ ２ 

１１ ４ ２ ２６ １ ２ 

第２問 
問１  

１２ １ ４ ２７ ９ ２ 

１３ ３ ４ 問２  ２８ ３ ２ 

１４ ７ ４ 問３  記述 別紙 ４ 

１５ ８ ４ 

第５問 

問１  記述 別紙 ３ 

問２  記述 別紙 ４ 問２  記述 別紙 ４ 

 

問３  記述 別紙 ３ 

問４  記述 別紙 ４ 

問５  記述 別紙 ６ 

 合計 100 
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【正解，配点，解説】 

第１問 

１（２）２点 

２（３）２点 

３（３）１点 

４（３）１点 

５（９）２点 

６（６）２点 

７（２）２点 

８（８）２点 

９（３）２点 

１０（４）２点 

１１（４）２点 

【解説】周期表において２族の元素はアルカリ土類金属と呼ばれ，１７族の元素はハ

ロゲンと呼ばれる。２族元素の原子の価電子数は２個であり，２価の陽イオ

ンになりやすい。一方で，１７族元素の原子の価電子数は７個であり，１価

の陰イオンになりやすい。また，２族元素と１７族元素からなる化合物の結

晶は主にイオン結合によって形成しており，結晶中の２族元素と１７族元素

は１：２の割合で存在している。なお，一般的にイオン結合による結晶は硬

いがもろいという性質を持つ。 

 

第２問 

問１ １２（１），１３（３），１４（７），１５（８）各４点 

【解説】濃硝酸は，強い酸性と酸化作用を示し，イオン化傾向が小さな銅や銀をも

溶かす。銅と濃硝酸の反応では，二酸化窒素（赤褐色）が発生する。鉄やア

ルミニウムが濃硝酸と反応すると，その表面には不動態皮膜が形成される。

不動態皮膜は，緻密な酸化膜であり，金属内部を腐食から保護する効果が

ある。 

問２ 別紙 

   【正解】光による濃硝酸の分解を防ぐため。 

【基準】「光による分解」という記述があれば正解とする。４点 

【解説】濃硝酸は光が当たると，二酸化窒素，水，酸素に分解される。 
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第３問 

問１ １６（１），１７（２） 

【基準】完答で１０点 

【解説】質量パーセント濃度は３７％である。 

これは溶液１００ｇに対し，塩酸が３７ｇ含まれていることを意味する。 

また，塩酸の分子量は３６.５である。 

よって，溶液１００ｇに含まれる塩酸の物質量は以下のように求められる。 

 

 

    溶液の密度は１.１８ｇ／ｃｍ３なので，溶液１００ｇの体積［Ｌ］は以下

のように求められる。 

 

 

モル濃度［ｍｏｌ／Ｌ］を計算し，１１.９６ ≒ １２［ｍｏｌ／Ｌ］とな

る。 

 

問２ １８（０），１９（８），２０（４） 

【基準】完答で１０点 

【解説】希釈後の塩酸の物質量は以下のように求められる。 

 

希釈前の塩酸の物質量は，必要な濃硫酸の量をｘ［Ｌ］として，以下のよ

うに表される。 

 

希釈前後で塩酸の物質量は変化しないため，ｘ は以下のように求まる。 

０．８３６ ≒ ０.８４ ｍＬ 

 

 

 

  

３６.５ 

１ 
［ｍｏｌ］ 

０.０２００ × ０.５ ＝ ０.０１００ ｍｏｌ 

３７ × 

１.１８ 

１ 
１００ × × 

１０００ 

１ 
［Ｌ］ 

ｘ × １１.９６ ｍｏｌ 
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第４問 ２０点 

問１ ２１（１） ２点・・・・・希塩酸 

２２（３） ２点・・・・・水酸化ナトリウム水溶液 

 ２３（６） ２点・・・・・炭酸水素ナトリウム水溶液 

 ２４（１） ２点・・・・・希塩酸 

 ２５（３） ２点・・・・・水酸化ナトリウム水溶液 

２６（１） ２点・・・・・希塩酸 

２７（９） ２点・・・・・ジエチルエーテル 

   【解説】 

    アニリン：弱塩基性，安息香酸：中酸性，フェノール：微酸性，ニトロベンゼン：

完全疎水性 

操作：① 塩酸で弱塩基性のアニリンを中和し，アニリン塩酸塩を下層（水層）

に溶解させた。・・・分離物：アニリン塩酸塩 

操作：② 操作①で水層に溶解したアニリン塩酸塩に強塩基性の水酸化ナトリウ

ムを加えて，弱塩基性のアニリンを遊離させた。・・・生成物：アニリン 

操作：③ 上層（エーテル層）には，安息香酸，フェノールおよびニトロベンゼ

ンの３種類が溶解している。中酸性の安息香酸が弱酸性の炭酸をＣＯ２

（気体）として追い出す（遊離させる）性質を利用して，炭酸水素ナト

リウムで安息香酸を安息香酸ナトリウム塩として水層に溶解させた。な

お，微酸性のフェノールは炭酸よりも酸性が弱いため，炭酸追い出すこ

とはない。・・・分離物：安息香酸ナトリウム塩 

操作：④ 操作③で水層に溶解した安息香酸ナトリウム塩に強酸の希塩酸を加え

て，中酸性の安息香酸を遊離させた。・・・生成物：安息香酸 

操作：⑤ エーテル層には，フェノールおよびニトロベンゼンの２種類が溶解し

ている。水酸化ナトリウムで弱酸性のフェノールを中和し，ナトリウム

フェノキシドを水層に溶解させた。・・・分離物：アニリン塩酸塩 

操作：⑥ 操作⑤で水層に溶解したナトリウムフェノキシドに強酸の希塩酸を加

えて，微酸性のフェノールを遊離させた。・・・生成物：フェノール 

操作：⑦ エーテル層には，ニトロベンゼンのみが溶解している。ジエチルエー

テルを蒸発させてニトロベンゼンを得た。・・・生成物：ニトロベンゼン 
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問２ ２８（３） ２点 

   【解説】 操作⑥では水溶液中の微酸（弱酸）塩を強酸で追い出して（遊離して）析

出させた。操作③および④でも酸の強弱を利用した追い出し（遊離）を行っ

た。④は⑥と同じ仕組みで目的物が追い出されて（遊離して）析出させたが，

③では中酸である目的物が弱酸塩を追い出す（遊離する）ことで水層に溶解

した。つまり，析出とは異なる仕組みを利用した。 

 

 

問３ 別紙 ４点 

   【正解】右図 

   【基準】正解通り 

【解説】化合物名：安息香酸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



化学6 

第５問 別紙２０点 

問１ 【正 解】物質名：ヘキサン 

   【配 点】３点  

【解 説】２５℃で液体なのは沸点が２５℃を超えるもの，つまりｎ＝５のペンタ

ン（沸点：３６℃）以上の物質である。２番目に分子量の小さい物質は

ｎ＝６のヘキサン（沸点：６９℃）である。 

問２ 【正 解】物質名：ブタン 

   【配 点】４点  

【解 説】ブタンの沸点は－０．５℃であることから，常温では気体だが冬季など

気温が－０．５℃以下になるときは凝縮して液体になることがある。な

お，融点が－１３８℃のため，日本で個体になることはない。 

問３ 【正 解】個 数：なし 

【配 点】３点 

【解 説】炭素数１～１２の化合物の融点は全て０℃未満であるため，常温ではど

れも個体にはならない。 

問４ 【正 解】ＣＨ３（ＣＨ２）６ＣＨ３ または ＣＨ３ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２

ＣＨ２ＣＨ３ 

【基 準】上式のどちらかであれば４点。ただし，分子式のＣ８Ｈ１８や構造式での

表記は不可。 

【解 説】沸点が１００℃より高いのはｎ＝８のオクタン（沸点：１２６℃）以上

の物質である。なお，ｎ＝７のへプタンの沸点は９８℃で，水よりもわ

ずかに低い。 

問５ 【解答例】炭素数が大きいほど①分子量が大きく，分子間力の②ファンデルワール

ス力が強くなるから。 

【基 準】①，②の記載で各３点，計６点とする。 


